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令和２年度 学校評価まとめ 

学校評価の公表について（手段・時期等） ホームページ上にて公開 
 

領域 学校関係者評価の結果 学校評価のまとめ 

学校経営 

教育課程 

・積極的な情報発信により、保護者が経営方針や

教育目標を理解し、肯定的な評価が得られてい

る。メディア等でも、生徒が生き生きと活動してい

る様子が取り上げられ、素晴らしい PR が出来た

のではないか。今後も、「市民の期待と信頼に応

える」学校づくりを推進していただきたい。 

・コロナで様々な業務か増えている現在、教職員の

労働時間の短縮を進めるのは大変なことと思う

が、教員のウェルビーイングを実現するために重

要なことと思う。特に管理職の労働時間の短縮は

後回しになりがちなので、ご注意願いたい。 

・積極的な目標や方針をさらに徹底して、期待と信

頼に答え親身の相談を強化してほしい。 

・本校の教育目標や特色ある教育活動につい

て、近隣中学校等に対して、積極的にＰＲするこ

とにより、本校に対する正確な認識を持っていた

だく。 

・生徒の心身の健康を第一に考え、新型コロナウ

イルス感染症の感染防止に努め、生徒の学びを

止めないために、最大限の努力を尽くした。 

・確かな学力と豊かな心・健やかな体を育み、生

徒の総合的な人間力向上を目指す。 

・教職員がこれまでの業務内容を見直し、常に短

時間かつ高い効率の業務改善の意識を持ちな

がら、チーム学校として教育活動に取り組む 

・ＩＣカードによる出退勤システムの変更により、自

己研鑽の時間を管理するなど、より勤務時間を

意識するように働きかけた。 

学習指導 

・学習指導において、様々な制限がある中で、生

徒・保護者ともに肯定的な回答が得られている。

45分授業やClassi の効果的な活用の成果と思

われる。 

・アクティブラーニングを積極的に導入されている

とのことだが、どの教科でどのようなアクティブラ

ーニングが行われているかを知りたいと思う。ま

た、それぞれの先生が行われている方法を整理・

共有することで、学校全体でよりよい教育が実現

するのではないかと思われる。さらにその取組を

SNS 等で発信することで生徒募集につながるの

ではないかと思われる。 

・少人数学級を可能な限り進めて、対話を深め自

主的学習を促すことにより、学習への意欲や喜び

が湧く。 

・教員の指導力向上を図り、教員相互の授業参

観を積極的に行い、さらなる授業改善を図る。 

・少人数習熟度別授業において、個及びグルー

プ内で思考し表現する機会を更に増やし、次期

学習指導要領に対応した新たな効果的指導法

の研修に励む。 

・Ｃｌａｓｓi を有効活用し、生徒や保護者へ正確な

情報を迅速に情報発信することに努めた。また、

オンライン授業の実施などにより、学習の機会

の確保を継続的に行う。 

・個々の職員が授業アンケートの結果を真摯に受

け止め、指導力強化と授業改善に努める。 

・５月までの臨時休校の影響で、学習の遅れが

懸念されたが、様々なアイディアと工夫のもと

に、効率的な学習により、1 年間の学習内容を

終了することができた。 

キャリア 

教育 

・保護者評価の「進学や就職などで十分な実績を

上げている」の項目において、学年が上がるほど

肯定的な評価が増している。生徒個々にに寄り添

ったきめ細かな対応の成果であると思う。 

・人生100年時代であり、現在の若者の半数程度

は寿命が 100 歳を超えると言われている。人生

が長くなることによって、新世代の人生モデルをそ

のまま適用することが困難になってきており、新た

な状況に即した人生の展望が必要である。進学

先や就職先を考えることはとても重要だが、それ

だけではなく、どのように長い人生を生きるかを考

えさせる機会があるとよい。 

・大学進学希望者のみならず、公務員や民間就

職希望者に対して、早い段階から適切な職業観

や勤労観が身につくよう専任の指導教諭を配

置し適切に指導する。 

・機会をとらえて外部から多種多様な職業人を

招いた講話の機会を増やす。 

・大学入試共通テストの導入や新型コロナウイル

ス感染防止対応など、進路指導上の様々な課

題に対して、教職員が一体となって取り組み、一

定の成果を上げることができた。 
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・進学や就職で、戸惑わずスムーズにスタートが切

れるよう教育基本法、労働基準法、憲法などの再

学習で多様化する社会に順応できるようにした

い。 

生徒指導 

・登下校の様子から、落ち着いた生活態度が感じ

取れ、生徒の規範意識の高まりがうかがえる。中

学生にとって好影響を与えていただいていること

に感謝したい。一方、ＳＮＳ等の使用については、

中学校でも課題の一つであり、指導に苦慮してい

る面もある。また、不登生徒への対応も大きな課

題となっている。今後、益々の連携強化が不可欠

であると思われるので、生徒指導連絡協議会等

を活用し、情報交換を進めていきたい。 

・市立銚子高校の生徒は総じてマナー意識が高い

と思う。ただときどき、駅で集団おしゃべりをして、

やや通行の邪魔になっていることがある。引き続

きマナーアップ指導を行っていただきたい。 

・いじめ、不登校、長欠、転校などの実態を常に共

有しカウンセラー、ソーシャルワーカー等との相談

を強め保護者とも認識を合わせ改善を図る。 

・いま問題になっている服装、頭髪などの規則につ

いて生徒が「自由」を考える機会としたい。 

・生徒会等と協力し、行事や朝の声かけ運動など

の活動をとおして、通学マナー向上と学校の活

性化を図る。（朝の声かけ運動や自転車マナー

アップ） 

・スマートフォンやＳＮＳの適切な使用方法につい

て外部講師による講演などを積極的に活用す

る。 

・入学前に、中学校と連携し情報交換を十分に

行い、状況を把握し、１年次クラス編成に反映さ

せるなど、丁寧な不登校対策を図る。 

・スクールカウンセラー、スーパーバイザー、スクー

ルソーシャルワーカーなどを活用し、教育相談

体制を充実させ、職員研修などを通じて、全職

員が共通理解のもと、不登校生徒等の一人ひ

とりのニーズに対して、柔軟に対応することがで

きた。 

特別活動 

・コロナ禍にあって、様々な活動が制限されたにも

関わらず、生徒・保護者の肯定的な回答が8割を

超えたことは素晴らしい。職員の皆様や生徒会を

中心とした創意工夫ある取組の成果と思われる。 

・コロナ禍で様々な制約がある中、市立高校の先

生方は生徒のためにかなりの努力をされていると

感じる。感染のリスクをうまくコントロールしつつ、

可能は範囲で特別活動を行ってほしい。 

・主体性のある生徒会活動を大いに推奨し、高校

生らしい独自の企画を促すと共に、SDGｓなどの

時事問題をとらえて校外学習や地域交流を深め

る。 

・コロナ禍での学校・家庭での対応などの報告。 

・生徒会との定期的な懇談の機会を通じ、学校

行事の精選・生徒の福利厚生の意見を吸い上

げ学校運営に生かす。 

・部活動について適切な休養日を設定し、部活

動時間の適正化を図り、事故防止に配慮しなが

ら活動を推進する。 

・新型コロナウイルス感染症の防止対策を徹底し

たことで、文化祭代替行事、修学旅行やスポー

ツ大会などの学校行事も工夫をしながら、充実

した教育活動が展開できた。 

教育環境 

・整った教育環境の中で、生徒が生き生きと学校

生活を送っている様子がうかがえる。今年度が感

染対策により、美化活動よりも消毒業務に重点を

置かざるを得なかったことと思う。次年度は、1 学

級減に伴い、スペースも空くと思うので、生徒のた

めに有効活用を図ってもらいたい。通学環境や学

習環境等の整備の充実に、今後も継続して努力

して欲しい。 

・いつ伺っても清掃が行き届いていると感じる。 

・町内のシンボルである貴校と共に春日台自治会

としても通学路や校外環境などを常に共有し、意

識的にその改善に取り組む所存である。 

・教育活動との調整を図りながら計画的な整備

を進め、教育環境の充実と美化活動を推進す

る。 

・クラス減によってできた空き教室（3階1年次フ

ロアー）については、授業、補習、会議等、様々な

活用ができるよう当面は講義室として使用して

いる。次年度も空き教室が出るため、活用につ

いては検討したい。 

 

 


